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Ⅰ 盛岡市キャリア教育の推進について 

１ 社会的な要請から 

 今日、少子高齢化社会の到来、雇用形態の多

様化・流動化等、産業構造や就業構造の変化な

ど、社会全体を通じた構造的な問題が存在して

いることで、学校から社会・職業への移行が円

滑に行われていない現状が見られている。また、

働くことの関心・意欲・態度、目的意識、責任

感、意思等の未熟さやコミュニケーション能力、

対人関係能力、基本的マナー等、職業人として

の基本的な能力の低下、職業意識、職業観の未

熟さなど「社会的・職業的自立」に向けて様々

な課題も指摘されている。 

このような中で、一人一人が「生きる力」を

身に付け、明確な目的意識をもって日々の学校

生活に取り組みながら、主体的に自己の進路を

選択・決定できる能力を高め、しっかりとした

勤労観・職業観を形成し、激しい社会の変化の

中で将来直面するであろう様々な課題に対応し

つつ、社会人、職業人として、自立していくこ

とができるようにするキャリア教育の推進が強

く求められている。 

 

２ 市内小中学校の状況 

 各小中学校においてキャリア教育推進の取

組が進められており、教師がその成果を強く

実感していることがうかがえる。 

・キャリア教育の全体計画を作成し、計画

的な実践が行われている。 

・職場体験、外部人材の活用により、体験

活動の充実が図られてきている。 

・勤労観、職業観の育成に役立った。 

・児童生徒の勤労観、職業観、コミュニケ

ーション能力の育成に役立った。 

 しかし、その一方で、キャリア教育を進め

るに当たり、以下の点が課題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 盛岡市キャリア教育推進の方向性 

盛岡市教育委員会は、学校教育の目標を

「子どもたち一人一人に、自立して社会で生

きていくための基礎を育む学校教育」と定め、

その達成に向けて、「基礎的生活習慣・学習

習慣の確立」を土台とし、「確かな学力（知）」

「豊かな心（徳）」「たくましい体（体）」を

バランスよく育成する教育に取り組んでいる。 

これらの３つの力を引き出し、伸ばす「学

ぶ意欲・目的」を中核に据え、自己の生き方

を考える「先人教育」と「キャリア教育」を

中心にして、子どもたちに夢や目標をもたせ

る取組を推進している。また、市内小中学校

への支援体制を整えるための基盤づくりを目

的にして、平成19年度に学校、教育委員会及

びその他の行政機関、企業等の関係機関・団

体等で構成する「盛岡市キャリア教育推進協

議会」を設立した。 

また、平成21年度に「盛岡市キャリア教育

推進プラン」を作成し、プランに掲げた施策

の実施及び評価を行ってきた。 

さらに、全市的なキャリア教育の充実をね

らい、教育研究所研究員としてキャリア教育班

４名を委嘱し、盛岡市の現状と推進協議会の協

議を基に設定した重点（テーマ）に沿った実践

を行うとともに、教育研究所発表会及び研究紀

要の配布を通して全小中学校に紹介してきた。 

 キャリア教育の充実に向けての取組は、学校

教育全体で行うことが大切であることを踏まえ、

平成26年度から、小・中学校２～３校へ委託し、

研究を進めている。 

 

Ⅱ 基本的な考え方 

１ キャリア教育の定義 

市内小中学校においては、キャリア教育の

定義について「一人一人の社会的・職業的自

・キャリア教育推進のための校内組織や体制

づくり 

・体験活動における日数，時数の確保や受入

先の開拓 

・中学校区内の小学校との連携や，学年間の

系統性を意識した指導計画の作成 

・教育活動全体をキャリア発達の視点から見

直し，有機的なつながりをもった指導 
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立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育

てることを通して、キャリア発達を促す教育」

（平成23年１月中教審答申）、「児童生徒が自

己の在り方・生き方を考え、主体的に進路を

選択し、社会人・職業人として自立するため

の能力を学校全体で計画的・組織的にはぐく

むこと」（平成 24 年３月岩手県教育委員会）

と押さえている。そこで、盛岡市キャリア教

育推進協議会では、キャリア教育のねらいに

ついては、「社会人・職業人としての自立」

と捉え、そのための具体の能力を育むために、

各校の特色を生かしたキャリア教育の実践を

行っていくことを確認した。 

 

２ 社会人・職業人として自立するための具体

の能力について 

中央教育審議会は、「４領域８能力（文部

科学省）」「人間力（内閣府）」「社会人基礎力

（経済産業省）」「就職基礎能力（厚生労働

省）」等の分析と再構築を行い、「基礎的・汎

用的能力」とまとめた。 

   

 

 

 

 

 

 人間関係形成・社会形成能力 

（他者に働きかける力・リーダーシップ・チ

ームワーク・他者に働きかける力 等） 

自己理解・自己管理能力 

（自己の役割の理解・自己の動機付け・主体

的行動・忍耐力・前向きに考える力・等） 

課題対応能力 

（計画立案・実行力・評価･改善・情報の理

解・選択・処理 等） 

キャリアプランニング能力 

（将来設計・働くことの意義や役割の理解･

行動と改善 ・多様性の理解 等） 

また、岩手県教育委員会では、社会人・職

業人として自立するための能力として、岩手

の課題を踏まえた育成すべき能力を次のよう

に示している。 

 

 

 

 

 

 

 確かな学力 

（学習意欲・態度、基礎学力、問題発見・

解決能力、情報活用能力 など） 

豊かな心 

（人間関係形成能力、チームワーク、リー

ダーシップ、規範意識、向上心 など） 

健やかな体 

（基本的な生活習慣の確立、健康の増進、

体力の向上、食育の増進 など） 

 社会を把握する能力 

（現代社会の理解、国際社会の理解 など） 

勤労観・職業観 

（働くことの意義と権利の理解、職業に関

する知識・技能 など） 

将来設計力 

（人生観、先見性、進路情報活用力、進路

選択力、多様性の理解 など） 

  各校においては、中央教育審議会若しくは、

岩手県教育委員会の示した具体の能力をもと

に、全体計画や年間指導計画を作成し、学習

を進めていること、また、「総合生活力」及

び「人生設計力」を構成する要素は、「基礎

的・汎用的能力」を包括する関係であること

から、本実践においては、児童生徒に育てた

い具体の能力については、各校の考え方に従

って示している。 

 

Ⅲ 委託研究の内容と方法 

１ 研究の内容 

本研究においては、盛岡市が抱えるキャ

リア教育推進の課題及びキャリア教育推進

協議会の具体施策を基に、次の点を研究内

容として進めていく。 

 

(1) キャリア教育全体計画の作成・改善 

ア 小・中学校における各発達段階におい

て身に付けるべき能力・態度の到達目標

＜中央教育審議会＞ 

「４領域８能力（文部科学省）」「人間力（内

閣府）」「社会人基礎力（経産省）」「就職基

礎能力（厚労省）」等を分析し再構築 

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力 

＜いわてキャリア教育指針＞ 

社会人・職業人としての自立を図るために必

要なことについて検討 

人
生
設
計
力 

総
合
生
活
力 
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を設定する。 

イ 個々の活動がどのような能力・態度

の育成を図ろうとするものであるかを

明確にする。 

 

(2) 教育課程への位置付けとその工夫 

ア 各学校が、キャリア発達の支援とい

う視点 から教育課程の在り方を点

検・改善していく。特に、各教科・領

域におけるキャリア教育及び先人教育、

復興教育、食育など他の教育内容との

関連を図ることに留意する。 

イ 児童生徒の発達段階を踏まえ、各校

種が果たすべき役割や他校種における

活動内容・方法・形態等を把握するな

ど、校種間の一貫性に留意する。 

 

(3) 職場体験等の体験活動等の充実 

ア 体験活動等が一過性の行事にならな

いよう事前・事後の指導など、周到な

準備と計画の基に実施する。その際、

職場体験と各教科、領域における指導

との効果的な関連についても検討し、

実践する。 

 

(4) 多様な連携によるキャリア教育の推進 

ア それぞれの学校の特色を生かし、異

校種間、家庭・保護者、地域・社会、

事業所・産業界等、連携を図りながら

キャリア教育を推進することに留意す

る。 

 

２ 研究主題について 

各学校におけるキャリア教育の計画や実践

を第一にしながらも、前述した盛岡市の課題

及び推進協議会の今年度の重点【次頁】も参

考に２校で検討し、次のような研究主題を設

定し、研究を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に気づき未来を築く児童・生徒の育成 

～９年間を見通したキャリア教育の実践を通して～ 



 キャリア教育が求められる背景  

◆若者を取り巻く雇用状況の変化 

・就労形態や雇用形態の多様化 

◆若者の変化 

 ・コミュニケーション能力、勤労意欲の不足 

 ・基本的生活習慣の未確立 

  ・明確な進路意識や目的意識をもたない進学 

・社会人としてのマナー不足 

  ・早期離職率の高さ 

◆学校教育法及び小学校・中学校及び高等学校 

学習指導要領 

 市内小中学校における現状  

○キャリア教育の全体計画を作成し、計画的な

実施が行われている。 

○職場体験、キャリア・アドバイザーの活用な

ど、事業所等と連携を図り、体験活動の充実

が図られてきている。 

●キャリア教育に関する校内研修については、

実施率が低く、研修の機会の確保に課題が見

られる。 

●職場体験の実施について、感染症対策や受入

れ企業等の確保に苦慮している学校が多い。 

 キャリア教育の評価（指標）  

推進状況に係る評価を実施（※数値はR04） 

１ 指標「将来の夢や目標をもっている」児童生

徒の割合 

（肯定的な児童生徒：小83.1％、中74.6％） 

２ 指標「中学校における職場体験（２日以上）

を実施した学校の割合 

（２日以上の学校：21.7%） 

３ 指標「今住んでいる地域の行事に参加してい

る」児童生徒の割合 

（肯定的な児童生徒：小72.8％、中61.7％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 盛岡市キャリア教育の推進に向けて 
盛岡市キャリア教育推進協議会 

盛岡市の学校教育目標 

｢子どもたち一人一人に、自立して社会で生きていくための基礎を育む｣ 

○地区運動会やお祭り 

○伝統芸能伝承活動 

○地域一斉清掃活動 

○職業人による出前講座 

○自然体験活動の支援 

○職場体験の受入れ など  

関係機関が連携し、学校、企業、保護者、行政等の共通理解と協力の下で、小・中・高

の発達段階に応じたキャリア教育の推進を図る。 

○生徒会活動 

○ボランティア活動 

○福祉施設訪問 

○職業調べ 

○職場体験活動 

○体験入学    

○先人教育・復興教育との

関連を図った体験活動 

○早寝・早起き・朝ごはん 

○あいさつ 

○手伝い 

○家族のコミュニケーション 

○家庭学習の充実 

○地域行事への参加  

家家家   庭庭庭   

○係活動 

○委員会活動 

○自然体験 

○ボランティア活動 

○職場見学 

○福祉施設訪問   

○先人教育・復興教育との 

関連を図った体験活動 

キャリア教育でめざす子どもの姿（幼・小） 

○自分のよさに気づく 

○友達と協力する 

○進んで挨拶をする 

○やりたいことに進んで取り組む 

○仕事や役割を最後までやり通す 

○親の仕事や地域の特色を知る 

○家や学校で自分の役割を自覚する 

○将来の夢や希望をもつ 

○自分の考えを話す 

地地地域域域・・・企企企業業業   

 推進方策１・２  

・「キャリア・パスポート」の活用を踏まえた、９年間を見通し

た組織的・系統的なキャリア教育を推進する。 

・キャリア教育に関わる研修機会を提供し、各学校における推進

体制を充実させる。 

 推進方策３・４  

「職場体験受入先・キャリアアドバイザーリスト」の登録職

種・事業所数の拡充を図り、オンライン学習を含めた学校のニー

ズに対応できる情報の提供を進める。 

 推進方策５  

関係機関との連携を図りながら、地域・保護者の理解促進をめざす。 

学学学   校校校   

発達段階に応じ将来の夢やあこがれをもたせる 

活動充実に向けて学校を支援する 基本的生活習慣や社会生活上の基礎基本を身に付ける 

１ 小・中・高等学校段階における組織的・系統的なキャリア教育の推進 
２ 教員の資質･能力の向上 
３ 企業等の協力を促す環境整備 
４ 学校、産業界、関係行政機関等の連携強化及び基盤整備 
５ キャリア教育に対する社会全体の理解の促進 

 推進方策  

具体施策 
（今年度の重点施策） 
 

キャリア教育推進協議会

の目的 

キャリア教育でめざす子どもの姿（中・高） 

○自分らしさを生かす 
○他者を尊重する 
○時と場に応じた礼儀作法を身に付ける 
○個性や興味・関心等に基づいて進路を  
  選択する 

○進路実現を目指して自己の課題を解決 
  する 
○生き方や進路にかかわる情報を集める 
○勤労の意義や尊さ，苦労を知る 
○様々な職業の社会的な役割を理解する 
○将来を設計し進路計画を立てる 

○獲得した技能等を相手に伝える 

家
庭 

学
校 

地
域
□ 

企
業 

三者の連携 

ⅳ 
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盛岡市立米内中学校・米内小学校 

 

【研究主題】 

自分に気づき未来を築く児童・生徒の育成 

― ９年間を見通したキャリア教育の実践を通して ― 
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